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伊古田遺跡

土偶 (右 4.4cln、 中20.5cm、 左上残存長9.7cln、 左下22 7cnl



下ノ内浦遺跡

1号・ 6～ 8号配石

1号配石 6号配石

8号配石 7号配石出土耳飾 り



宮沢水田遺跡

弥生時代の水田跡全景



序

近頃、新 しい都市像 をめぐって、さまざまな都市論が全国的規模で展開 している。都市景観、

都市におけるアメニティ、テレトピア、コンベ ンション都市等々の各論はまさにそれである。

これらは、来るべ き21世紀 をめざした都市づ くり政策に関する模索の現われに過 ぎない。過去

と未来の狭間で生 きづいている現代人にとって、人間都市への復権 を基調 とした「文化 とアメ

ニティの再生」の懇願は、まさしく人間が永 きにわたって生 きぬいてきた足跡 をもって語る歴

史的所産 といっても過言ではない。

こうした渦の中で、文化を語る資源として取 り扱 う文化財行政の在 り方についても、誠心を

つ くした方策の樹立を考慮 しなければならないことは論をまつまでもない。

本市に於ける文化財行政も、やっと途についたとはいえ、今後の活気ある発展 と更なる展開

に期待する所が大である。

とりわけ今回の仙台市高速鉄道建設に伴 う埋蔵文化財の発掘調査は、本年で四年目を迎 え、

本線敷の調査が一応の完了をみたことと、多大の調査成果を得たことは誠に意義深いものがあ

る。これまでの通史的概念を大 きく変えなければならない事実の発見が相次いだこともあって、

改めてその遺跡がもつ意味の大 きさを考えずには置かない調査でもあったといえる。

ここにその概報が公開されるに当り、これに関与 された多くの機関や関係各位 に対 し深 く感

謝を申し上げる次第である。 さらにまた、この小報文が市民の限 りない文化への発揚 と、文化

財に対する啓蒙、普及の一層の進展に役立つことを切望 してやまない。

昭和60年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 藤 井 黎



例    言

1.本書は、仙台市高速鉄道南北線関係追跡に係る伊古田遺跡・下ノ内遺跡・下ノ内浦追跡・

富沢水田1遺跡鳥居原地区における昭和59年度の遺跡発掘調査概報である。

2.本概報は調査の速報を目的とし、作成にあたり次のとおり分担 した。

本文執筆 I……篠原信彦       Ⅱ・Ⅵ……斎野裕彦

Ⅲ……高橋勝也       Ⅳ……工藤哲司

V……吉岡恭平

遺構 トレース エ藤、吉岡、佐藤美智雄、千葉 仁、伊藤 裕、庄子信広

遺物実測・ トレース 千葉、伊藤

遺物写真   吉岡、高橋

編集は担当戦員が行った。

3.本書の土色については「新版標準土色帳」 (小山・佐原 :1970)を 使用した。

4.調査にあたり次の方々の御教示と御助言を賜った。

宮城県教育委員会文化財保護課    東北大学文学部考古学研究室

伊東信雄 (東北学院大学)、 工藤雅樹 (宮城学院女子大学)、 庄子貞雄 (東北大学)、 須藤

隆(東北大学)、 藤原宏志 (宮崎大学)、 星川清親 (東北大学)、 桑月 鮮 (東北大学)、 佐川

正敏 (東北大学)

5。 本書に関係する出土遺物・作成図面 。写真は一括 して仙台市教育委員会が保管している。
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I。 調 査 経 過

仙台市高速鉄道南北線建設に伴 う遺跡の発掘調査は、本年度で 4年 目を迎 え、 4月 11日 から

調査 を開始 した。本年度は鍋田工区から泉崎駅工区の本線敷部分の調査 を完了することを目標

とし、伊古田・下ノ内 。下ノ内浦 。富沢水田遺肋の 4ヵ 所 を実施 した。

伊古田遺肋は、昨年度からの継続調査で、 3月 末に調査 を打 ち切った追物包含層の調査 を再

開するとともに、今まで使用中の道路部分の調査 を行った。遺物包含層の調査では、縄文時代

後期中葉のまとまった縄文土器と共に土偶 9点が出土 した。土偶は41.4cmの 大 きさのものが出

土 し、今まで全国で出土 している土偶の中でも最大級の大 きさである。

下ノ内遺跡は、昨年度からの継続調査で、平安時代の竪穴住居跡 1軒、縄文時代の河川跡、

遺物包含層などの調査 を実施 し、 5月 26日 に完了した。

下ノ内浦遺跡は、昨年度からの継続調査で、Ⅱ～Ⅳ区の調査 を実施 した。地表より4m下か

ら、仙台市内では初めて縄文時代早期の押型文土器の包含層、土装、竪穴遺構などが検出され

た。また、縄文時代後期前葉の配石遺構 9基、土壊 120基 、埋設土器 5基が検出され、この時

期の墓制を考える上で貴重な発見 となった。これらの遺構 を覆 うように追物包合層があり、縄

文土器が平箱で約 400箱ほど出土 した。その他 には奈良 。平安時代の竪穴住居跡、掘立柱建物

肋、河川跡等が検出された。この遺跡は重層構造の遺跡の中でも、各時代の遺構・遺物が幾層

にも重なっている。

富沢水田追跡では′烏居原地区の鍋田変電所の調査で、昨年度からの継続調査である。弥生時

代と平安時代の水田跡が検出された。弥生時代の水田跡は 2つ の面で検出され、下層の水田跡

は 1枚の水田の規模が12ポ と小区画の水田跡である。

調査 を実施するにあたり、仙台市交通局高速鉄道建設本部 と度々の協議を行ない、昭和59年

11月 19日 、泉崎駅工区の下ノ内浦遺跡の調査 を最後 に本年度の調査 を終了した。当初日標の本

線敷部分の調査は完了し、来年度以降に残 つた部分は、富沢水田遺跡の鍋田駅出入口等、泉崎

駅前側道、「下ノ内・六反田」線の六反田遺跡の 3ヵ 所 となった。

第 1表 本調査一覧表

追  跡  名 時   代
調査期間 調査面積 担 当 職 員 備  考

所   在   地 種   類

伊 古 田 追 跡 縄文・古墳～平安 S59 4 11^―

S59 8 11
590ポ

篠原信彦・工藤哲司・佐藤美智雄

高精腸也・千葉 仁
泉崎駅工区

仙台市大野田字塚田他 集  落  跡

下 ノ 内 追 跡 縄 文 ～ 平 安 S59 4 11^一

S59 5 26
560ポ 工藤哲司・佐藤美智雄

仙台市富沢四丁目 集   落   跡

下 ノ 内 浦 追 跡 縄 文 ～ 平 安 S59 4 11ヽヤ

S59 11 19
1,200nド

篠原信彦 吉岡恭平・主浜光朗

千葉 仁・斎野裕彦・高橋勝也
泉崎駅工区

仙台市富沢一丁目他 集落跡・水 田跡

富沢水田追跡 (鳥居原地区) 弥 生 。 平 安 S59 4 11ヽ一

S59 6 28
750洵ド 篠原信彦・斎野裕彦 変 電 所

仙台市長町南三丁目 水   田   跡
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第 1図 調査区位置図



'C-1

C-199

逮跡番号 遺 跡 名 T/t 所  属  時  期 通跡番号 遺 跡 名 称 所 属 時 期

C-196 伊 盲 田 遺 跡 縫 文 後 ) 古 墳 半 安 戸 ノ ロ 遺 跡 平安

C-299 下 ノ 内 遺 跡 縄 文 中 後 )、 弥生～平安 C 12 大 野 田 追 跡 縄文 (後 )、 奈良、平安

C-300 下 ノ 内 浦 遺 跡 縄 文 早 。前・後 )、 弥生～中世 C 銀 冶屋 敷 A潰跡 余 長 、 十 女

C-301 宮沢水 田遺跡 弥生、奈良、平安、中世 C一 堀 ノ 内 遺 跡 古墳～平安

C-007 砂 押 古 墳 古墳 C 原 東 遺 跡 古墳～平安

C-008 裏 町  古  墳 古 墳 裏 町 東 違 跡 平安

C-014 教 塚 古 墳 古墳 C 富沢上 ノ台追跡 奈良、平安

C-015 含 洗 沢 古 墳 古 墳 C 六 反 田 追 llI 縄 文 中 後  晩 )、 弥 生 ～半 安

C-017 金 岡 八 幡 古 墳 古墳 C― 袋 東 遺 跡 古 lrs、 奈良、平安

C-031 土 手 内 横 穴 群 余 長 、 半 女 C-201 富 沢 清 水 遺 跡 余 長 、 十 女

C-038 王 の 堰 古 墳 古墳 C-203 ψ ttT唾 双 還 rllヽ 平 安

C-039 春 日 社 古 墳 古墳 C-233 山 口 追 跡 縄文 (早 ～晩 )、 弥生～中世

C-040 五 反 田 古 損 古 墳 C-266 元 袋 よ 遠 17T 縄文 (後 )、 奈良、平安

C-043 鳥 居 塚 古 墳 古墳 C-427 土 手 内 窯 跡 平安

C-046 五反田箱式石棺 古 墳 C-520 冨 沢 館 泌 奈 良 半 安 中 世

C-052 五 反 田 木 棺 墓 古 III C-658 元 袋 古 碑 群 中世

C-106 三 神 峯 遺 跡 縄文 (平・前・ 中 )

第2図 遺跡の位置と周辺遣跡



遺跡の立地と環境

仙台市高速鉄道南北線は、七北田を起点とし、七北田丘陵、仙台市街地 をのせる段丘群を南

下 し、広瀬橋付近から宮城野海岸平野へ入 り、終点泉崎に至る。今年度の調査は、昨年度に引

き続 き宮城野海岸平野の中の郡山低地において行なわれた。郡山低地は北東縁 を広瀬川、南縁

を名取川、北西縁 を長町―利府線により画されている。ここには広瀬 。名取両河川により形成

された自然堤防、後背湿地が見 られる。自然堤防は広瀬川右岸、名取川左岸に見 られ、名取川

左岸には旧魚川が曲流 している。また郡山低地の中央には南北に走 る自然堤防が見 られる。こ

れら自然堤防の背後には後背湿地が広がっている。

調査対象区域は、郡山低地の中でもその西半部である。ここには北半の′烏居原、中谷地、泉

崎に広範な後背湿地が広がり、南半の下ノ内、大野田には自然堤防が見 られる。調査は、富沢

水田遺跡、下ノ内浦追跡、下ノ内追跡、伊古田遺跡で行なわれた。富沢水田追跡は低地西半部

ほぼ中央の後背湿地 に立地 している。他の 3遺跡は自然堤防上に立地 しており、下ノ内浦遺跡

は旧魚川の左岸に、下ノ内遺跡 と伊古田遺肋は右岸に位置する。

この郡山低地西半部及びその周辺は、仙台市内でも数多 くの追跡が分布する地域である。昭

和51～ 53・ 59年度に調査 された六反田遺跡では、沖積平野においては県内で最も古い縄文時代

中期中葉 (大木8b式期)の竪穴住居肋や、後期初頭の竪穴住居跡、古墳・奈良・平安時代の竪

穴住居跡等が検出されている。また昭和 53・ 56・ 57年度に調査 された山口追跡では、縄文時代

早期後半の遺物、中期・後期の土壊等、弥生時代の遺物、奈良・平安時代の竪穴住居肋、平安

時代・中世の水田跡が検出されており、両遺跡 とも重層構造の遺跡である。両遺跡周辺での当

該関連調査 においても、縄文時代早期から中世までの遺構 。遺物が発見されるという同様な成

果が得 られ、郡山低地西半部には重層構造の遺跡が数多 く存在することが判明 している。その

他には縄文時代の追跡 として三神峯遺跡 。大野田追跡・元袋Ⅱ遺跡などがある。古墳時代の遺

跡は数多く、西多賀周辺には裏町古墳・金洗沢古墳 。砂押古墳等が、大野田には鳥居塚古墳・

王の壇古墳 。春 日社古墳、大野田 1号・ 2号古墳等がある。また、富沢水田追跡の北には金岡

八幡古墳が、西北部には教塚古墳がある。中世では新気川の南に富沢館跡がある。

尚、郡山低地西半部は旧来自然堤防上に集落や畑が営まれ、後背湿地 には水田が広がってい

たが、近年行なわれた土地区画整理及び高速鉄道建設に伴ない、開発化が急速に進み、その景

観は変貌の一途 をたどっている。



Ⅲ。伊古田遺跡(C-196)

1.遺跡の立地

伊古田遺跡は、国鉄長町駅から西南西へ約 1.6 km、 仙台市体育館の南に位置 し、名取川、及

びその支流である旧魚川とによって形成 された自然堤防上に立地する。

周辺には、山口追跡や六反田遺肋、下ノ内追跡、富沢館跡などの縄文時代から中 。近世にか

けての遺跡が多数存在 している。また富沢水田遺跡では最近、弥生時代の水田跡が発見 されて

いる。遺跡周辺は、盛土以前には大部分が畑地、一部が水田として利用されていた。標高は12

m前後である。なお、今回調査 した部分は、大部分が仙台市高速鉄道泉崎駅の駅舎部分に当た

る。

2.調査の方法

今回主に調査 を行なったⅢ区は昨年調査 した I区 のす ぐ西側の部分である。調査前までは道

路として利用されていた部分であり、グリッドもI区 と調査区が接 していることから、そのま

ま I区 の 3m× 3mの グリッドを延長する形 をとり、その範囲はA～ G、 26～40に及ぶ。

Ⅱ区は当初、道路の交差点部分にあたり、調査 を予定 していなかった部分であったが、工事

中に竪穴住居跡の一部 と思われる焼土面が発見 され、緊急に調査 を実施 した箇所である。よっ

て、グリッドを設定する余裕もなく、平板測量で調査 を行なった。調査面積は、Ⅱ区、皿区合

わせて、約 590∬ である。

3.調査の概要

A.基本層位 (第 4図 )

基本層位は 1～ 8層 まで確認 された。 1・ 2層 は旧耕作土である。 3層 は暗褐色シル ト層で

あるが、この層の上面で古墳時代前期、奈良時代、平安時代の遺構が検出されている。 4層 が

灰黄褐色のシル ト層、5a～ 5c層 が暗褐色のシル ト層、 6層 が黒褐色のシル ト層である。この

6層 が縄文時代後期中葉の遺物包含層にあたる。 7・ 8層 が褐色のシル ト層であり、 8層 は 7

層に比較 して若干砂質気味である。

B.縄文時代後期の遺構 と遺物

遺物包含層 (第 4図、写真 2)

グリッドB～ G、 27～ 38の 範囲で確認 された。層位は基本層位の第 6層黒褐色 シル ト層であ

る。包合層は北東から南西へかけて、細長い楕円状の広がりを見せるが、その中央部 と西側 を

下水道 と上水道の攪乱によって破壊 されているため、遺存状態は必ず しも良 くはない。包合層

は平均 して20cm前後の厚 さで堆積 しているが、層の上 。下面ともかなりみだれた状態になって

いる。これは人為的 と言 うよりも層が堆積する時に自然的な作用によって、このようになった
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第 3図 グリッド配置図
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層 位 土 色 ±  1■ 備 考

3 10Y R%暗 褐 色 シル ト マ ンガン粒、酸化鉄 を含む

4 10Y R%灰 黄Vll色 ル ト 少量 のマ ンガ ン粒 を含 む

5a 10Y R%暗 掲 色 ,レ ト マ ンガ ン租 を含 む

10Y R%R旨 褐 色 ,レ ト 6層 の土 をブロ ック男大に含 む

5c 10Y R%日音 福 色 ,レ ト 少量の焼土粒 を合む

10Y R%黒 褐 色 ンル ト 炭化物、黄褐色の砂、焼土粒、土器片 を含む

10Y R%褐   色 シル ト 酸化鉄、マ ンガン粒 を看千合む

10Y R%掲   色 シルト 酸化 欽 、 マ ンガ ン粒 を看 千 含 む、7層 に比べ 砂 つば ヽ

※縄文包合層

第4図  I・ Ⅲ区全体図
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ものと思われる。包合層は、薄 く段階的に掘 り下げたが遺構は検出されなかった。

土器 (写真 3、 4、 9、 10、 13-3～ 12、 14-1～ 13)

包含層から出土 した土器は、破片の点数で5000点 を超 える量である。 しかし現在の段階では、

破片の点数に比べ接合により、完形、あるいはそれに近い状態まで復原できる個体の割合は低

いようである。

土器の器形は浅鉢 から深外、垂形土器など多様である。文様のモチーフもヱ麦鉢 などで、口縁

部付近を平行する沈線で何段 かに区画 し、その段 を下垂する沈線で連結し縄文を施文したものに

真13-7・ 8。 9、 14-1・ 5)や、曲線の沈線で文様 を描 き、磨消縄文の手法 を使ったもの

(写真13-12、 14-2・ 10。 13)な どがある。なお粗製土器もかなりの量が出土 している。

平行沈線の文様 を持つ土器は、加曽利 BI・ Ⅱ式に類例 を見ることができるものであり、そ

の他の土器も合めて、縄文時代後期中葉、宝ケ峯式の時期 にあたるものと考 えられる。

土偶 (写真 5、 6、 7、 8、 13-1～ 3)

土偶は分回の調査で、10体分程の破片が出土 している。その中で完形に近い状態まで接合で

きたのは 4体である。それらの土偶は、破片も含めてすべて中空のものはなく、ソリッドのも

のばかりである。中でも写真 5の土偶は接合すると体長41.4cmに もなり日本最大級の大 きさで

ある。 4体の うち3体は立像の形態であり、いずれも顔 と頭部 を別々に作 り出 している。写真

13-2は顔面に沈線 による文様が施 されている。写真13-1は、頭部 と体部が 9m程はなれて

出土 している (写真 6、 7)。 接合 された 3体の立像の上偶は、すべて右足の破片が発見 され

ず、この点も注目すべ きポイントかもしれない。

C.平安時代の遺構 と遺物

Ⅱ区 3層上面で、16、 17号住居跡、 1号掘立柱建物跡が検出 された (第 5図、写真11)。 Ⅱ

区は調査区中央に縦横 に埋設管の攪乱が走 り、その他の攪乱もあり、かなり遺存状況の悪い調

査区である。16号住居跡 も床面の一部 と若千の壁の立ち上がりを検出できたのみであった。17

号住居跡 も攪乱によってかなり遺存が悪 く、柱穴は検出できたが、床面、壁 とも一部 しか検出

することができなかった。中央の暗渠跡は出土遺物から17号住居跡 とあまり時期差のない遺構

と考えられる。

4.ま と め

・ 伊古田遺跡は、縄文時代後期中葉、古墳時代、奈良時代、平安時代の遺構が存在する追跡で

ある。

・ 縄文時代後期中葉の遺物包合層からは、宝ヶ峯式期の遺物が多量にまとまって出土 しており、

一緒に出上 した土偶の中には、体長41.4cmを 計る日本最大級のものが存在 した。
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写真 3 壺出土状況

写真4 遺物出土状況

写真 5 土偶出土状況
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写真 6 土偶頭部出土状況
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写真13 出土遺物(1)(縄文時代遺物包含層)



写真14´ 出土遺物12)(縄文時代遺物包合層)
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Ⅳ。下 跡 (C-299)

1.遺跡の立地

旧魚川の南岸の標高12m前後の自然堤防上に立地する。南西狽」は新魚川を境 として後背湿地

へ と移行する。旧魚川の対岸には山口遺跡・下ノ内浦遺跡が接 し、南東側では六反田遺跡・伊

古田遺肋 と接 している。

2.調査の方法

今年度は、前年度に行なったIV区 の 5層 までの調査 に引き続 き、Ⅳ区の 6層 以下の調査 を行

なった。調査は前年度同様 に 3× 3mグ リッドを基本とし、東西方向にA～ G・ 南北方向に 1

～14グ リッドの地区内約 480ド を調査 した。

3.調査の概要

7層 上面では、C～ F,3～ 7グ リッド内で柱痕跡を検出することのできない円形または楕

円形のピットが多数検出された。このピット群の時期は平安時代以前 という以外には詳細は不

明である。また 7層上面の精査 によって、調査区北部 を斜めに横切 る旧河川肋が検出された。

この旧河川は、 6B層上面まで立ち上がる。川幅は23m以 上ある。川の堆積は調査 した 2mの

深 さまでで大 きく4時期 ある。

旧河川の発見によって 7層以下の調査は、 6グ リッド以南で実施 し、以下12層上面まで調査

したが、各層より縄文土器片 (中期～後期頃)が数点出土 しただけで遺構は検出されなかった。

遺売内の
′／

/
ノ1共

写真15 Ⅳ区全景
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鴎下Ｖ 浦 遺 跡 (C-300)

1.遺跡の立地

下ノ内浦遺跡は、国鉄長町駅から西南西ヘ

約 1.5 km、 仙台市体育館の真東に位置 し、名

取川、及びその支流である旧魚川とにより形

成 された自然堤防とその後背湿地 とに立地す

る。周辺には、山口遺跡や六反田遺跡、下ノ

内追跡、泉崎浦追跡などの縄文時代から中・

近世にかけての遺跡が多数存在 している。ま

た、富沢水田遺跡では、弥生時代の水田跡が

検出されている。遺跡周辺は、盛土以前には

大部分が水田、一部畑地 として利用されてい

た。標高は10,3～ 12.3mで、南の旧魚川側 と

西側が高 くなっている。

2.調査の方法

調査区は高速鉄道南北線の起点である七北

田から13,569～ 13,686kmの 音b分 にあたる。耳ヒ

側からI～ Ⅳ区とし、 3× 3mグ リッドを設

定 した。本年度調査箇所はⅡ～N区である。

3.調査の概要

A.基本層位 (第 9図 4、 写真17)

基本層は 1～ 28層 まで確認 された。 1。 2

層は旧水田耕作土、 3～ 6層 は黄褐色系シル

ト・粘土層、 7層 は黒褐色系の粘土層、 9～

12層 は黒褐色系のシル ト・粘土層、13層 以下

はグライ化した緑灰色系の粘土質シルト層で、

28層 が礫層である。 5層上面で奈良・平安時

代の遺構が検出されている。 7層 は弥生時代

後期の遺物包合層である。11・ 12層 は縄文時

代後期の追物包含層であり、13層上面では後

期の遺構が検出されている。15層 から縄文時

| ∀

第 8図 グリッド配置図



代前期の遺物が数点出土 している。19～ 22層 は縄文時代早期の追物包合層で、19b～ 21層 で遺

構が検出されている。

B.縄文時代早期の遺構 と遺物

19b・ 20,21層で竪穴遺構 2基、土羨 7基が検出されている。19a～ 22層 からは早期前葉の

押型文土器片や石鏃・スクレイパー・尖頭器などの石器が出土 している。

S111竪穴遺構 (第 10図、写真18) 20層 で検出され、AB-34グ リッドに位置 し、 S112

を切っている。南北 2m、 東西 2m以上の不整長方形を呈 し、深 さ約20cmを測る。底面は堅 く

しまっている。柱穴や炉跡などはなく、ピットが検出されただけである。堆積土中から押型文

土器 (第 11図 2、 写真78-2)や黒J片・チップなどの石器が出土 している。

S112竪穴遺構 (第 10図、写真18) 20層 で検出され、 B-33・ 34グ リッドに位置 し、 SI

llに 切 られる。南北 2.2m、 東西 2.8mの 不整方形 を呈 し、深さ約15cmを 測る。柱穴や炉跡

などはなく、ピットが検出されただけである。堆積土中から土器片・チップ・鉄」片などが出土

している。

S K 140土境 (第 12図、写真19) 19b層 で検出され、AB-15。 16グ リッドに位置する。

平面形は楕円形で長軸 1.8m、 短軸 1.5m、 深 さ 1.3mを測る。断面形は逆台形である。底面

中央でピット1基 が検出された。堆積土は 6層 で、遺物は出上 していない。 S K 140と 同様な

ものとしてSK9(写 真20)、 S K72、 S K60、 SK2、 SK4な どが検出されている。

遺物包含層 (第 11図 1,3～ 5、 写真78-1～ 14) 19a～ 22層 が追物包含層で土器片 125

点、石器類 435点出土 している。土器片のほとんどは小破片である。文様の不明瞭なものが多

いが、文様の看取できるものとして押型文と無文の上器片を確認 している。第11図 は押型文土

器片で、 1は口縁部片、他は体部片である。 1・ 2・ 4・ 5は重層菱形文であり、 3は矢羽状

あるいは重層菱形文と考えられる。これらは日計式 と呼ばれるものである。石器はチップ、剣

片、石鏃、尖頭器 (写真21)、 スクレイパーなどが出土 しているが、チップと剣片が多数を占める。

C.縄文時代後期の遺構 と遺物

11・ 12層 から後期前葉の遺物が多量に出土 し、さらに13層上面で配石遺構 9基、土羨約 120

基、埋設土器 5基の遺構が検出された (第 9図、写真22～ 32)。

配石遺構

13層上面で 9基検出されている。 1・ 6。 7・ 8号配石 (第 13図 、写真 28、 33)は DE-22

～24グ リッドに、 2・ 3・ 4・ 5号配石 (写真32、 39～ 46)は AB-18～ 20グ リッドに、 9号

配石 (写真58)は B-23・ 24グ リッドに位置する。 1・ 6～ 8号配石は他 に比べ大型である。

1・ 4・ 6～ 8号配石は河原石を 1～ 2重に配 し、長軸方向を立石 とし、内側に小礫 をつめこ

むという構造である。 2・ 3号配石 (写真39～42)は 西端 を立石 としている。 5号配石 (写真
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S111土層観察表

層  聴 土      色 土   性 傭 考

l 10Y R% 褐   色 仄貢褐上 の ブ ロ ッ ク混入

2 10Y R% 暗 褐 色 炭 1ヒ物 を混入

3 10Y R%にない黄褐色 粘土質 シル ト

4 10Y R% tF」   色 粘 土 質 シル ト

5 10Y R% 暗 褐 色 ,レ ト質粘土

6 10Y R% 褐   色 シ ,レ

10Y R% 暗 7Fi 色 粘 土 質 シル ト

S112土層観察表

層  聴 土      色 土   性 考

ユ 5CY%暗 オリーブ灰色 粘土 質 シル ト

Z5Y% オリーブ炊色 ,レ ト

第10図  S111・ 12竪穴遺構
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層 No 工 色 土   性 偏 考

1 5GY%賠 オリープ灰色 粘   土 未分解の植物遺体混入

2 2 5CY%暗 オリーブ灰色 砂 質 シル ト 黒褐色粘上のブロ ック、未分解の櫃物遺体混ス

3 25Y%  責 炊 色 芙今 解 の植物 濃体 濠 入

4 砂質 シル ト 仄色上のブロック、未分解の植物遠体混入

5 5C/  緑 灰 色 シル ト質粘土 未分 解 の櫃物 遺体 混ス

6 25Y/  黄 灰 色 砂 質 シル ト 未分 解 の植 物遺体 混 入

第12図  S K 140土 嬢
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層 配 土     色 ±   1■ 傭 考

3 10Y R光 暗 掲 色 粘土 賢 シル ト 炭化物混入

10Y R%黒 tXi色 粘土 質 シル ト オリーブ褐色上のブロ ノク混入
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第13図  1・ 6・ 7・ 8号配石遺橋
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45,46)は立石がない。 9号配石は組石の単位がくずれてしまい集石状 を呈 しているが、下位

から土墳数基が検出されている。

1号配石 (第 13図、写真34～ 38) DE-22・ 23グ リッドに位置する。北西の 1部分が攪乱

により破壊 されている。配石の規模は長軸 1.8m、 短軸 1.3mで 、その構造は河原石を楕円形

に 2重に配 し、内周の長軸方向の両端の石を立石とし、内側に小礫 を厚さ15cmほ どつめこむと

いうものである。長軸方向はN-82° 一 Eで ある。下部には 2段に掘 りこまれた土壊が検出され

ている。その平面形は楕円形で長軸 1.7m以上、短軸 1.5m、 下位の掘 りこみ平面形は楕円形

で長軸 1,2m、 短軸 0,7mである。深 さは約50cmを 測る。底面でピットと扁平な礫 が検出され

ている。ピットは径25cm、 深 さ20cmで 、確認面直下から丹塗 りの土製耳飾 り1点 (写真78-18)

が出土 している。

6号配石 (第 13図 、写真47～49) E23グ リッドに位置する。配石の規模は長軸 2.lm、 短

軸 lmでぁる。その構造は河原石を楕円形に配 して長軸方向の両端の石 を立石 とし、さらにそ

の立石の外側 に 3～ 4個の石を配 し、内側 に小礫 をつめこむというものである。本来は 2重に

配石されていた可能性 もある。長軸方向はN-54° 一 Eで ある。下部の土墳の平面形は楕円形で

長軸 2m、 短軸 1.2m、 深 さ40cmを 測る。底面でピットと短軸方向に並ぶ礫 3個 が検出された。

7号配石 (第 13図、写真50～ 53) D24グ リッドに位置する。配石の規模は長軸 1.4m、 短

軸 1.lmで、その構造は河原石 を楕円形に配 し、長軸方向の両端の石を立石 としたものである。

内側の小礫は他にくらべ少なく、また立石はひとつの礫 を半割 したものである。長軸方向はN

-52° 一Wである。下部の土装の平面形は不整楕円形で長軸 1,6m、 短軸 1.2m、 深 さ45cmを測

る。底面でピットが確認 され、そのプラン上面にのる状態で土製耳飾 りが 2点 出土 している。土

製耳飾 り(写真78-19。 20)は径 2 cmの 丹塗 りのものである。

8号配石 (第 13図、写真54～ 57) E24グ リッドに位置する。配石の規模は長軸 1,7m、 短

軸 0.8mで、その構造は河原石 を楕円形に配 し、長軸方向の両端の石 を立石 とし、内側 に小礫

をつめこんだものである。下部の土装の平面形は不整楕円形で長軸 1.8m、 短軸 1.2m、 深 さ

50cmを 測る。南側 にテラス状の段があり、南境式の鉢 (第 16図 2、 写真77-17)が 出土 してい

る。底面の東寄 りでピットと痛平な石が検出されている。

土境群 (第 9図、写真24～ 31)

13層上面で検出された土墳は 120数基で主に17～ 25ラ インに分布 している。土羨の平面形は

円形と楕円形 とに大別 される。規模は径が 0.6～ 1.5m、 深 さが15～ 60cmと 様々である。各土

壊の堆積土中から土器片、土製品、石器が出土 してぃるが、とくに S K43、 S K l17か らは丹

塗 りの土製耳飾 り (写真78-15～ 17)が出土 している。

S K24土壊 (第 14図 1、 写真64) A19グ リッドに位置する。平面形は円形で径 1.2m、 深



さ70cmを測る。堆積土は 8層 で、石鏃 (写真78-25～29)な どが出土 しているほか、 6層 から

深鉢が一括で出土 している。

S K31土壌 (第 14図 2、 写真65) D24・ 25グ リッドに位置する。平面形はほぼ円形で長軸

1.5m、 短軸 1,3m、 深 さ50cmを 測る。堆積土は11層 である。

S K38土壊 (第 14図 3、 写真66) BC-22グ リッドに位置する。平面形はほば円形で長軸

1.5m、 短軸 1.3m、 深 さ60cmを測る。堆積土は17層 で、15層 から深鉢が一括で出上している。

S K87土墳 (第 14図 4、 写真67) BC-23・ 24グ リッドに位置 し、 9号配石の下部で検出

されている。平面形は楕円形で長軸 1.2m、 短軸 0,7m、 深 さ40cmを 測る。堆積土は12層 で、

西半部に深鉢が埋設 されていた。深休 (第 15図 、写真77-16)は 器高46.8cm、 口径37.8cmと 大型で

南境式に比定されるものである。

埋設土器遺構 (写真59～ 63)

D ll、 B16、 B19、 E20、 D24グ リッドの13層 上面で 5基検出されている。

遺物包含層 (写真 22、 23)

11・ 12層 から多量の縄文土器や石器などが出土 している。11・ 12層 は調査区のほぼ全域に堆

積 しているが、A16・ B17。 C18・ D19の グリッドより南側に多量の遺物が分布 し、その範囲

は土残群が密に分布する範囲とほぼ一致 している。出土 した縄文土器は後期前葉の南境式のも

のがほとんどで、他に土偶、土錘、土製円盤などの土製品や石鏃、石錐、石匙などの石器や礫

石器などが出土 している (第 16図 1、 写真77-18、 写真78-15～ 35)。

D.奈良 。平安時代の遺構 と遺物

5層上面で奈良時代の住居跡 5軒 (S11～ 5)、 平安時代の住居跡 3軒 (S17・ 8・ 10)

が検出された (第 9図、写真68)。 住居跡は13～ 20ラ インに集中している。

S11住 居跡 (写真69) 南北 4m、 東西 4mの隅九方形で、主軸方向はN-16° 一Wである。

壁は10～ 15cm残存 し、床面は貼床で、カマ ドは北壁中央にある。周溝はほぼ全周 し、主柱穴が

3つ検出された。国分寺下層式の土師器邪や須恵器邪 (写真77-8・ 9)が出土 している。

S12住 居跡 (写真70) 南北 5.2m、 東西 5.5mの 隅丸方形で、主軸方向はN-11° 一Wで

ある。壁は20～ 25cm残 存 し、床面は貼床で、カマ ドは北壁中央にある。周溝は全周 し、主柱穴

が 5つ検出された。国分寺下層式の上師器FThや 須恵器郷 (写真77-4・ 5)が出土 している。

S13を 切っている。

Si3住 居跡 (写真71) 南北 3.8m以上、東西 4.2mの 隅丸方形で、主軸方向はN-78° 一

Eで ある。壁は15～ 20cm残存 し、床面は貼床で、カマ ドは東壁南寄 りにある。周溝・主柱束は

不明である。国分寺下層式の土師器部 (写真77-2・ 3)が出土 している。S12に 切 られる。

S14住 居跡 (写真72) 南北 4.lm、 東西 4,7mの 隅丸方形で、主軸方向はN-16° 一Wで
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図 器  形 口径 cm 器高 cm 文 様 の 特 徴

1 S K87=壊 深  鉢

第15図 出土遺物121(縮 尺カ



凶 器  形 日 後 cm 器 局 Cn 更 様 の 符 徴

1 B■区・12層 深  鉢 24 0 多条沈線、渦 下垂 孤状文、縄文 LR
8号配石土猿 鉢 入組 渦 文 、充損縄 文 LR

第16図 出土遺物131(縮尺%、 展開図適宜)



ある。壁は25cm残存 し、床面は貼床で、カマ ドは北壁東寄 りにある。周溝は東北隅に一部検出

された。主柱穴は不明だが壁柱穴を8つ確認 している。国分寺下層式の土師器郭 と須恵器郷 (写

真77-6・ 7)が出上 している。 S15を 切っている。

S15住 居跡 (写真73) 南北 5m、 東西 5mの隅丸方形で、主軸方向はN-18° 一Wである。

壁は20cm残存 し、床面は貼床で、カマ ドは北壁中央にある。周溝はほば全周 し、主柱穴は 4つ

である。国分寺下層式の上師器郷、外 (写真77-1,13)が出土 している。S14に 切 られる。

S17住 居跡 (写真74) 南北 4.2m、 東西 4m以上の隅丸方形で、堆定主軸方向N-78° 一

Wである。遺存状況は悪 く東半の床面は削平 をうけている。壁は 2～ 6 cm残存 し、カマ ドは焼

上の分布から東壁南寄 りの位置に推定される。主柱穴は 3つ確認 されている。ロクロ使用の土

師器甕・須恵器郷 (写真77-11、 14)が出土 している。 S18に 切 られ、S110を 切っている。

S18住 居跡 (写真76) 南北推定 5.4m、 東西 4mの隅丸方形で、主軸方向N-78° 一Wで

ある。壁や床面はほとんど削平 されているが、東壁中央にあるカマ ドと4つ の主柱穴は確認 さ

れている。ロクロ使用の土師器邪・甑 (写真77-12・ 15)が出土 している。 S15と S17を

切っている。

S110住居跡 (写真75) 南北 2,7m、 東西 2.5mの 隅九方形で、主軸方向N-88° 一Wであ

る。壁は10～ 15cm残存 し、床面は貼床で、カマ ドは東壁南寄 りにある。周溝 。主柱穴は不明で

ある。ロクロ使廂の土師器邪 (写真77-10)が出土 している。 S17に 切 られる。

4.ま とめ

・ 下ノ内浦遺跡は、縄文時代早期前葉 。後期前葉、弥生、奈良、平安時代にかけての人間の活

動 した痕跡が地表下約 4mに わたる土層に刻みこまれた追跡である。

・ 縄文時代早期前葉の遺物 として押型文土器が確認 されている。それらは日計式 と呼ばれるも

のである。

・ 縄文時代早期前葉の追構 として、住居跡の可能性 も考えられる竪穴遺構 2基、所謂陥 し穴遺

構の 1類型に類似 したものを合む土墳 7基が検出された。

・ 縄文時代後期前葉の南境式期の追物が多量にまとまって出土 している。

・ 縄文時代後期の配石遺構は、下部の土羨のあり方、遺物の出土状況などから墓である可能性

が高いと考えられる。同時に確認 されている土羨群なども墓制に深 く関わる遺構群 と考えられ

る。それらは南境式期 に属するものである。

・ 弥生時代後期の追物包合層 と畦畔状の遺構が検出されている。

・ 奈良時代 (国分寺下層式期)、 平安時代 (表杉ノ入式期)の住居跡が 8軒検出されている。

注

注1) 概報Ⅲ (仙教委 1984 第69集 )では基本層が20層であるが、本報告が優先する。
注2) 写真78-6は黒曜石製の局部磨製の石鏃である。日計式土器と共伴する数少ない例である。
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写真23 12層 遺物出土状
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写真24 13層 配石・土壊
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写真25 13層 配石・土嬉
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写真26 13層 配石・土媛群

(西→東)

13層配石・土城群

(東→西 )

写真28 1・ 6～ 8号配石



写真29 13層 配石・土媛

群  (西→東)

写真30 13層 配石・土媛
群  (東→西 )

写真31 1・ 6～ 8号配

石下の上境
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写真33 6・ 8号配石

写真34 1号配石
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写真36 1号 配石
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写真38 1号配石の土嫉

内出上の耳飾 り

写真39 2号配石

写真40 2号配石の上境



写真41 3号配石

写真42 3号配石の上境

写真43 4号配石
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 写真44 4号配石の上壊

写真45 5号配石

写真46 5号配石の上媛
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写真47 6号配石

写真48 6号配石

写真49 6号配石の上境
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写真50 7号配石

写真51 7号配石

写真52 7号配石の上媛



写真53 7号 配石の上嬢

内出上の耳飾 り

写真54 8号配石

写真55 8号配石
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写真56 8号配石の上塘

写真57 8号 配石出上の鉢

写真58 9号配石
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写真61 3号埋設土器
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写真71 S13住 居跡

写真73 S15住 居跡
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16 S K87土壊

17 8号配石

18 Ⅱ区12層

写真77 出土遺物(1)

6 7 S14住 居跡

8 9 S11住 居跡

10      S 1 10tと屋三湿亦

11 14 S17住 居跡

12 15 S18住 居跡



l Ⅲ区21層

2 Ⅳ区 S111
3 Ⅲ区19a層
4 Ⅳ区22層

5 Ⅱ区19b層
6 Ⅵ区20層

7 Ⅳ19a層

10

8 Ⅲ区19b層
9 Ⅳ区19b層
10 Ⅳ区19a層
H Ⅲ区19b層
12 Ⅳ区19b層
13 Ⅳ区20層

14 Ⅳ区19a層
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15。 16 S K43
17 S Kl17
18 1号配石

19・ 20 7号配石
21 S K40
22 Ⅲ区12b唇
23 Ⅲ区13層

24 Ⅱ区11層

25～29 S K24
30 Ⅱ区H層
31 Ⅲ区11層

32 Ⅲ区12層

33 Ⅲ区13層

34 S K27
35 Ⅲ区13層

写真78 出土遺物12)



Ⅵ.富沢水田遺跡 (C-301)鳥居原地区

1.遺跡の立地

富沢水田遺跡鳥居原地区は、東北本線長町駅の西方約750mに位置 し、主に名取川と広瀬川に

よって形成 された後背湿地 に立地 している。調査対象区域は仙台市高速鉄道南北線の鍋田変電

所部分であり、面積は670言 である。

2.層 位

基本層位は 1層 から14層 まで細分層を含め17層確認 された。 1層 は旧耕作土、 2層 シルト層、
(注 )

3～ 5層 は粘土層、 6層 以下は泥炭層である。

3.調査の概要

今回の調査では 2層、 3層 、 4層 、11層 、12層 の各層上面で水田跡が検出された。また6a層

上面からは杭列を伴 う落 ち込みが検出された。

3層上面と4層上面で検出された水田跡は層中に灰白色火山灰 を部分的に含み、表杉ノ入式

の上師器片を出土することから、平安時代の水田肋である。 2時期 にわたるこの水田跡は共に

明瞭な酸化鉄の集積層が形成 されていないことから、湿田に近いものと考えられる。また区画

は捉 えられなかったが、南北方向の畦畔はほぼ真北方向を向 く傾向がある。12層上面の水田肋

は泥炭質の粘土層 を作土 とする湿田である。水田の構造は真北に対 し東に約30度 、及び西に約

60度ふれた方向の大畦を基軸とし、大畦と大畦 とに囲まれた中に小畦により水田を作っており、

水田の規模は今回の調査では12∬ 前後である。この水田跡は隣接する高速鉄道南北線長町南駅

部分で検出された弥生時代中期の水田跡 と層位が対応 し、構造も同様であり、同一時期のもの

である。また、11層 上面で検出された水田跡は、畦畔の方向性が12層 の水田跡 とほぼ同 じであ

り、大畦は12層 の大畦 を覆った11層 の高まりをそのまま使っていることから、12層 の水田跡 に

直接後続する弥生時代の水田跡 と考えられる。この11層 と12層 の 2時期の水田跡は、当地区に

おいて弥生時代に水田が連続 して作 られていたことを示 しており、水田耕作の定着 を物語る。

さて、今回の調査では、弥生時代 2時期、平安時代 2時期の水田跡が検出されたわけである

が、6b層 、 7層といった層からも水田跡の検出される可能性がある。特 に 7層 は隣接する長町

南駅部分の 5層 に対応 し、花粉分析、プラントオパール分析、土壌分析の結果や、層中から木

製農耕具 (鋤)や石包丁が出土 していることなどから水田跡の存在が考えられており、今後の

調査により水田跡の時期的な構造が明確になるであろう。また水田耕作の実態についても集落

との関係やイネ以外の作物 を考慮 し、種々の分析及び同定法を活用 しながら調査 を行なう必要

がある。

注) 荒井 格 1984「富沢水田追跡′亀居原。中谷地地区」『仙台市高速鉄道関係追跡調査概報皿』仙台市文

化財調査報告集第69集
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第 19図 調査区位置図

1層

2層

3層

4層

5層

6a層

土 層 注 記

10Y R%掲 灰色シルト。しまりややあり。粘性なし。旧耕作土。

7.5Y R%シ ルト質粘土。しまりなし。粘性あり。最上部には酸化鉄の集積層がみられる。

10Y R%黒 褐色粘土。しまりなし。粘性あり。平安時代水田耕作土。縦に酸化鉄斑がみられる。部分的

に灰白色火山灰をブロック状に合む。

10Y R%灰 黄褐色シルト質粘土。しまりなし。粘性ややあり。平安時代水田耕作土。縦に酸化鉄斑がみ

られる。部分的に灰白色火山灰をブロック状に合む。

10Y R%黒 褐色粘土。しまりなし。粘性あり。酸化鉄斑がみられる。

110Y R%黒褐色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。10Y R%灰 黄褐色粘土と互層になる。縦の細か

な酸化鉄斑がみられる。

:10Y R%暗褐色粘土。しまりなし①粘性あり。泥炭層。縦の細かな酸化鉄斑がみられる。

:5Y%灰 オリーブ色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。部分的に10Y R%黒 褐色粘土と互層になる。

縦の糸日かな酸化鉄斑がみられる。

2.5Y%暗仄黄色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。酸化鉄斑が部分的にみられる。

75YR%黒褐色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。5Y%灰 オリーブ粘土と互層になる。

5Y%灰色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。

10Y Rχ黒色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。10Y R%灰 黄褐色粘土と互層になる。

10Y R%灰 黄掲色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。弥生時代水田耕作土。

:10Y R%褐 灰色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。部分的に12b層 をブロック状に含む。弥生時

i半す 6b層

6c層

7層 |

8層 |

9層 |

10層 |

11層 |

―

Cm

第20図  東壁断面図

12a層

代水田耕作土。

12b層 :10Y R%黒褐色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。2.5Y%灰 黄色粘土と互層になる。この層は大

畦の下には明瞭に残存するが、他の部分においては多くはみられない。

13層 :2.5Y%黄灰色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。

14層 :10Y R%黒色粘土。しまりなし。粘性あり。泥炭層。
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写真79 東壁断面
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全景

写真81 ¬層上面全景

写真82 12層 上面全景
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